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BDHQ10y・BDHQ15y の個人結果帳票（食品群）出力の一時中止のお詫びとお願い 

 

日頃より、BDHQ10y・BDHQ15y をお使いくださり、まことにありがとうございます。 

 

■お詫びとお断り 

BDHQ10y・BDHQ15y の個人結果帳票（食品群）（下図）の出力を一時中止させていただきたく、お願

い申し上げます。 

 

 

 

■理由 

この個人結果帳票では、結果の判断（信号の色で表示しています）のために、食品群別の摂取目標量

（食品構成）を用いています。これには、「第６次改定日本人の栄養所要量 食事摂取基準の活用 第一

出版㈱」に掲載されている値（9～11 歳）を参照して作成していました（下図）。これは 2000 年 4 月に発表

された「第６次改定日本人の栄養所要量 食事摂取基準」に基づいていました。 

 

 

 

2010 年 4 月から「日本人の食事摂取基準（2010 年版）」の利用が開始されました。両者は用いている科

学的根拠が大きく異なります。 

そこで、お使いいただいているみなさまには申し訳ございませんが、しばらくのあいだ、この個人結果

帳票の出力（提供）を中止させていただくことになりました。 

これは、この結果を見て自分の食習慣を見直し、食習慣の改善に励んでいただく生徒さんのことを考え、
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できる限り信頼度の高い情報を届けなくてはならないと考えているためです。BDHQ・BDHQ10y・

BDHQ15y の個人結果帳票の基本姿勢は、「わかりやすい・使いやすい・科学的」です。どれかひとつが

欠けてもいけないと考えています。 

日本人の食事摂取基準（2010 年版）の利用開始に伴い、小学生・中学生にとってどのような食べ方（食

品摂取量）が好ましいのかの基準が近い将来、明らかにされることと思います。そのときにはそれを用いて、

再び、この個人結果帳票の利用を再開したいと考えております。 

 

 

■関連情報（１）：個人結果帳票（一般基本編・食事バランスガイド編） 

個人結果帳票（一般基本編）は、4 月分より、日本人の食事摂取基準（2010 年版）に基づく結果に変わ

ります。こちらはじゅうぶんな科学的根拠に基づいているものと考えられますので、ご利用いただきたく、

お願い申し上げます。 

個人結果帳票（食事バランスガイド編）は現時点では小児には対応していませんが、近日中に小児に

対応したプログラムの開発が完了し、利用の開始を予定しています。 

 

■関連情報（２）：妥当性の検討 

BDHQ10y・BDHQ15y の妥当性については次の論文があります。参考にしていただければ幸いです。 

Okuda M, Sasaki S, Bando N, Hashimoto M, Kunitsugu I, Sugiyama S, Terao J, Hobara T. Carotenoid, 
tocopherol, and fatty acid biomarkers and dietary intake estimated by using a brief self-administered diet 
history questionnaire for older Japanese children and adolescents. J Nutr Sci Vitaminol 2009; 55: 231-41. 
論文内容の要約は、http://www.nutrepi.m.u-tokyo.ac.jp/ から入手できます。この論文のコピー

はこのサイトにメイルで依頼して入手することができます。 
 

■補足：更なるお願い 

 BDHQ10y・BDHQ15y は信頼できるのか？ 信頼できる個人結果帳票を開発するにはどのような情報が

必要なのか・・・これらには実際の調査から得られるデータが不可欠です。すなわち、利用と研究は離れ

たものではなく、表裏一体の関係にあります。「信頼度がわからないから使わない」ではなく、「信頼度が

高いものになるように、みんなで調査や研究を重ねていこう」と考えてくださいますよう、重ねてお願い申し

上げます。 

 
【以上】 

この内容は予定なく変更することがあります。あらかじめご了解ください。 


